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『
カ
レ
ン
ダ
ー
を
持
つ
女
性
』は
1
9
1
3（
大

正
2
）
年
に
N
Y
K
が
作
製
し
た
カ
レ
ン

ダ
ー
付
き
ポ
ス
タ
ー
で
す
。

作
者
は
、
木
版
画
、
日
本
画
、
洋
画
、
装
丁
、
挿
絵
、

私
家
版
※

を
手
掛
け
、
ま
た
浮
世
絵
研
究
家
で
も
あ
っ

た
橋
口
五
葉（
1
8
8
1
〜
1
9
2
1
）で
、
当
社
と
浅
か
ら

ぬ
縁
の
あ
っ
た
人
物
で
す
。

庇ひ
さ
し

髪が
み

に
リ
ボ
ン
を
結
ぶ
と
い
う
明
治
末
期
に
流
行
し

た
女
性
の
姿
が
描
か
れ
て
お
り
、
同
時
期
に
流
行
し
た

ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ボ
ー
の
要
素
が
全
体
に
見
ら
れ
ま
す
。
ま

た
画
面
は
装
飾
的
か
つ
平
面
的
で
、
壁
紙
は
海
を
思
わ

せ
る
文
様
で
彩
ら
れ
て
い
ま
す
。
女
性
が
手
に
な
に
か

を
持
つ
姿
は
客
船
ポ
ス
タ
ー
の
典
型
的
構
図
で
し
た
が
、

こ
の
ポ
ス
タ
ー
は
当
時
の
時
代
を
反
映
さ
せ
な
が
ら
も

船
会
社
の
イ
メ
ー
ジ
に
沿
っ
て
い
る
点
で
、
他
の
美
人

画
ポ
ス
タ
ー
と
一
線
を
画
す
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

五
葉
に
は
、
造
船
技
師
と
し
て
当
社
に
勤
務
し
て
い

た
兄
半
次
郎
が
お
り
、
同
じ
く
当
社
の
専
務
取
締
役
で

浮
世
絵
蒐し
ゅ
う

集し
ゅ
う

家
で
も
あ
っ
た
三
原
繁
吉
の
仲
介
で
仕
事

が
依
頼
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
1
9
1
2（
大
正

元
）
年
10
月
10
日
か
ら
本
名
の
「
橋
口
清
」
で
年
俸

3
0
0
円
の
嘱
託
社
員
と
し
て
当
社
の
発
行
す
る
印
刷

物
の
意
匠
図
案
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
を
務
め
て
い
た
こ
と
が

確
認
で
き
ま
す
。
当
時
の
会
社
案
内
、
航
路
案
内
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
や
乗
船
名
簿
な
ど
、
五
葉
が
手
掛
け
た
印

刷
物
は
数
多
く
あ
り
、
実
に
多
彩
な
才
能
を
見
せ
た
人

物
で
し
た
。

※
私
家
版
：
狭
い
範
囲
で
配
布
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
自
費

出
版
で
制
作
さ
れ
る
書
籍
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■所在地：神奈川県横浜市中区海岸通３－９
■電話：045－211－1923
■ 開館時間：午前10時～午後５時
（最終入館：午後４時30分）

■ 休館日：月曜日（祝日の場合は翌平日）

問い合わせ
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さまざまな記憶を包含した貴重な収蔵品が
日本郵船歴史博物館にあります。海風が日記を
めくるように積み重ねた歴史を紹介します

■ 入館料：一般400円、
シニア（65歳以上）・中高生250円、
小学生以下無料
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